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利用・用途・応用分野

遺伝子解析、機能解析

目的・課題 解決ポイント

検出感度及び特異性の高い抗ヒスチ
ジンタグ抗体や、かかる抗ヒスチジン
タグ抗体をコードする遺伝子や、ヒス
チジンタグ融合ポリペプチドを高感度
で検出する検出方法や検出キット、ヒ
スチジンタグ融合ポリペプチドの高効
率な精製方法や精製キットを提供す
ることにある。

大腸菌チオレドキシン（Thioredoxin）
（以下、チオレドキシン）に対する抗
体の作製過程で、チオレドキシンに
融合させたヒスチジンタグに結合す
る抗体を得ることができ、市販の抗ヒ
スチジンタグ抗体よりもヒスチジンタ
グ検出感度及び特異性が高いことが
見いだされた。

研究概要・アピールポイント

従来よりも５～２０倍の検出感度でヒスチジンタグ融合ポリペプチドを検出でき、従来検出
できなかった未精製や粗精製抽出液に含まれるヒスチジンタグ融合ポリペプチドを精製する
ことなく検出できる。また高効率でヒスチジンタグ融合ポリペプチドを精製でき、費用対効果
及び時間対効果の面で優れている。
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【抗ヒスチジンタグ抗体のヒスチジンタグ融合ポリペプチド検出図（ウェスタンブロッティング法）】
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